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新（R5.4.1 適用版） 現 行 

※変更箇所のみ抜粋 
 

建築関係工事における情報共有システムの運用 
 

令和５年３月３０日 
技 術 管 理 課 

 
１～９（略） 
   
１０ システム操作の研修 
  受注者と職員を対象にした研修を随時実施する。 
 (2) 福島県における研修では、【別紙３】令和２年度情報共有システム受発注者が求める機能（令

和２年度受発注者アンケートから抽出）の全てを有しているシステムとする。 
システム提供者：（株）ビーイング 
システム名：BeingCollaboration、BeingCollaboration PM 
※研修システムは、令和３年度から２年毎に検証する。 

 
１１ その他 
  説明が必要な場合などは、対面協議のほか、Ｗｅｂ会議（打合せ）を取り入れるなど、効率的に
実施する。 

 (2) 受発注者を対象にアンケートを行い、今後の運用に反映させる。 
 
１２ 適用する基準 
 (1) 工事帳票関係 
   ・建築関係工事共通仕様書 
 (2) 電子納品・電子検査関係 
   ・福島県電子納品運用ガイドライン（営繕工事編） 
 
  附 則 
 令和３年７月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
 令和４年４月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
 令和５年４月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※変更箇所のみ抜粋 
 

建築関係工事における情報共有システムの運用 
 

令和４年３月２５日 
技 術 管 理 課 

 
１～９（略） 
 
１０ システム操作の研修 
 (1) 受注者と職員を対象にした研修を随時実施する。 
 (2) 福島県における研修では、【別紙３】令和２年度情報共有システム受発注者が求める機能（令

和２年度受発注者アンケートから抽出）の全てを有しているシステムとする。 
システム提供者：（株）ビーイング 
システム名：BeingCollaboration、BeingCollaboration PM 
※研修システムは、令和３年度から２年毎に検証する。 

 
１１ その他 
 (1) 説明が必要な場合などは、対面協議のほか、Ｗｅｂ会議（打合せ）を取り入れるなど、効率的

に実施する。 
 (2) 受発注者を対象にアンケートを行い、今後の運用に反映させる。 
 
１２ 適用する基準 
 (1) 工事帳票関係 
   ・建築関係工事共通仕様書 
 (2) 電子納品・電子検査関係 
   ・福島県電子納品運用ガイドライン（営繕工事編） 
 
  附 則 
 令和３年７月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
 令和４年４月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
令和５年４月１日以降に起工する建築関係工事に適用する。 
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新（R5.4.1 適用版） 現 行 
 
【別紙３】（削除） 

 
 
 
 

 


